
2016-17年度ライオン誌日本語版委員会
第3回会議　報告書

日　時：2016年10月4日（火）13:30〜16:30
場　所：一般社団法人 日本ライオンズ 事務所
出席者：国際理事 佐藤 宜之（大分ライオンズクラ

ブ　）

国際理事 中村 泰久（埼玉県･大宮北ライオンズクラ
ブ　）

委員長 石井 博之（334複合地区／三重県･津中央ライオンズクラ
ブ　）

編集長 佐藤 義則（332複合地区／宮城県･蔵王ライオンズクラ
ブ　）

委員 久津間康允（330複合地区／神奈川県･小田原白梅ライオンズクラ
ブ　）

委員 佐々木忠康（331複合地区／北海道･小樽ライオンズクラ
ブ　）

委員 渡邉 信也（333複合地区／新潟県･亀田ライオンズクラ
ブ　）

委員 矢野 敏明（336複合地区／島根県･松江葵ライオンズクラ
ブ　）

ITアドバイザー 荘 英 隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　）

◉

石井委員長の開会あいさつと、前回会議で話し合った今年度会議の持ち方についての確認が
行われた後、佐藤、中村両国際理事からあいさつと国際関係の報告があり、続いて石井委員長、
佐藤編集長の進行で議事に入った。

【議事】
1. ライオン誌日本語版の運営（別紙-月次決算報告）

8月度の収支計算書を基に会計担当者から説明があった。今月は月次で約340万円の収支
差額が生じ、累計では5,454,543円の黒字となっている。

2. 公式版ライオン誌編集者会議
10月25〜26日にドイツ･ベルリンで開催される公式版編集者会議は、佐藤編集長が都合に

より出席出来ないため、石井委員長の了承を得て小柴委員に代理出席をお願いし、受諾して
頂いたことが報告された。今回の会議では、主にライオン誌のデジタル化について議論され
ることから、委員会としての質問事項を小柴委員に伝え、会議で確認して頂くこととする。

3. ServannAへの会費請求データ抽出機能追加
前回会議で、各地区･複合地区、及び日本ライオンズの会費請求について、請求書算定用

の会員数を自動算出し、更に請求項目を各地区が選択･追加出来るシステムの構築について、
システム会社と交渉することが承認された。これを受け、荘ITアドバイザーと共にシステム
会社と話し合った結果、請求書算定用会員数のデータ抽出に絞っての見積が提出された（見
積額297,000円）。

これに関連して佐藤国際理事から、9月29日に開催されたIT委員長連絡会議において、
MyLCIとServannAの接続（eMMR）を切り離す方向で話が進んだことから、ServannAに費
用を掛けて機能追加をするのが適当か、委員会で慎重に審議して頂きたいとの示唆があった。
それを踏まえて検討した結果、MyLCIの日本語対応と同システムへの2バイト･データの移行、
更には35地区分の会費請求データ抽出などが、どの程度の期間で実装されるのか分からない



中、事務所スタッフが手作業で35地区の異なる会費請求内容に対応し続けるのはリスクが大
きいと判断し、今回の機能追加については実行することとする。ただし、ライオン誌日本語
版委員会としても、今後はeMMR切断を前提にServannAの管理に当たることを確認した。

4. 2016年10月号（9月20日見本／95,500部発行）出来
主要記事を紹介し、委員から意見を求めた。今月号の特集は「ライオンズクラブ統計」、

「国際理事だより」は佐藤宜之国際理事の担当、「編集室」は佐藤義則編集長による今年度編
集長方針だった。

5. 2016年11月号記事内容の確認
事前に配布された11月号校正を基に、記事の内容を検討した。特集「フードバンク」、「国

際理事だより：中村泰久国際理事」、「編集室：久津間康允委員」。9月7日に行われた国際会
長公式訪問と、その前後の会長スケジュールを4ページで掲載する他、首相官邸表敬訪問は
ライオンズ･ニュース･カセットで紹介する。本部からの記事配信が遅いため照会したところ、
今月は12月号との合併号として100周年記念号を発行するため指定記事の配信はないとの回
答があり、予定していた国際会長メッセージとLCIF関係の記事がなくなった。そのため台
割を変更し、特集記事を追加することで対応した。

6. 2016年12月号台割（案）と主要記事予定
12月号以降の台割案と主要記事予定が提出された。
前回会議で12月号特集を「傾聴ボランティア」としたが、メインで取り上げる予定だった

取材が先方都合で中止となった。そこで特集テーマを「高齢者支援」に変更し、高齢者との
交流や触れ合いを目的としたアクティビティをリポートすると共に、傾聴ボランティアも含
めた心の支援について考える企画とする。12月号のその他の記事は「国際理事だより：安井
克之国際理事」、「編集室：小柴登司委員」。また、10月号で開催告知に協力したFWT全日本
女性フォーラムを取材し、この号に掲載する。

本部版の11-12月合併号が100周年記念特別号となり、その記事配信が近々あることから、
2017年1月号特集は「国際協会100周年」とすることが提案された。同企画は前年度委員会で
提案され、本部版の企画に合わせて実施することになっていたため、国際協会が100周年を
迎える1月号で掲載することが改めて提案され、承認された。1月号のその他の記事は「国際
理事だより：佐藤宜之国際理事」、「編集室：矢野敏明委員」。この号で11月9〜12日の香港フ
ォーラムを取材し記事にすると共に、その後に行われるナレシュ･アガワル国際第1副会長の
公式訪問を取材し紹介する。

2月号特集は「アラート」で、後方支援などライオンズとして取り組めるアラート活動を
中心に取り上げると共に、各地区で作成している災害対策マニュアルや、LCIFの災害準備
交付金の内容なども材料の一つとして検討する。「国際理事だより：中村泰久国際理事」、

「編集室：中村房雄委員」。この号で、国際平和ポスター･コンテストの各複合地区最優秀賞
の紹介と、シカゴ国際大会代議員資格証明用書式（指定記事）を掲載する。

主要記事のうち特集企画は、3月号が「糖尿病の実態」とし、医師でもある渡邉委員の協
力を得て専門家の原稿を掲載すると共に、海外の事例も含めた糖尿病関連アクティビティを
紹介する。前回会議で採択した「子どもの貧困」（久津間委員提案）は今月号特集「フード
バンク」が同様の問題に焦点を当てた記事になっているため今年度後半の掲載にずらし、4
月号以降の特集企画については、前回会議での持ち越した案と、前年度委員会からの引き継
ぎ案、また100周年記念シカゴ国際大会に向けた企画などの中から、次回以降の委員会で改



めて検討する。
7. ライオン誌デジタル化

●デジタル化アンケートについて、前回会議で提出されたアンケート項目案に対し、各委
員から出された意見を反映させた最終案が提出された。更に、佐藤編集長から「デジタ
ル版に期待すること」という項目を追加することが提案され、それを入れたものをライ
オン誌委員会のアンケート実施案として、一般社団法人理事会に提案する。

●バックナンバーのデジタルアーカイブ化について、前回会議で指摘された「基本設定は
全記事検索」「検索方法の説明追加」「ページがまたがった場合の検索」の修正が完了し
たことから、ライオン誌記事検索システムを現行のデジタル版の中で公開する。今月後
半の編集者会議後に、前回会議で承認されたデジタル版製作システムの変更を実施した
際には、迷わずに該当ページへ入れるよう配慮する。

8. その他
●佐藤国際理事から、香港フォーラムでの100周年記念展示について協力依頼があった。

当初、フォーラム組織委員会からの要請は、日本の八複合地区それぞれのブースを設け
るという案で、これを基に各複合地区が対応してきたが、先般急に方針変更が表明され、
日本で一つのブースにして頂きたいとの話になった。そこで昨日10月3日に開催された
ガバナー協議会議長連絡会議において、基本的に日本全体としての展示を行うことを確
認し、展示物については資料がそろっているライオン誌日本語版委員会に依頼すること
になったとの報告があり、委員会としてこれを了承した。なお、336複合地区について
は広島でOSEALフォーラムを開催する予定であることから、日本全体とは別の展示を
行いたい意向であることも伝えられ、同地区と協調しながら作業を進めることになった。

●事前資料として送付されたライオン誌サポーター･アンケートの追加分が提出され、そ
の内容を確認した。

●前回会議で石井委員長から提案された一般社団法人理事会への要望事項（ライオン誌日
本語版の編集･発行に対する最終的な責任は委員長、編集長が負うが、取材のための出
張申請等、日常業務に関しては部門責任者を設けて頂きたい）について、佐々木委員と
矢野委員から結果報告があり、出張申請も含めライオン誌の業務に関わる100万円未満
の支出については、佐々木委員がライオン誌担当理事として決裁に当たり、それを石井
委員長に報告する手順になったことが説明された。

閉会あいさつ　石井博之委員長

【次回以降委員会開催予定】
11月 2 日（水） 13:30〜16:30 第4回会議 日本ライオンズ事務所
12月 9 日（金） 14:30〜17:30 第5回会議 日本ライオンズ事務所
1 月12日（木） 13:30〜16:30 第6回会議 日本ライオンズ事務所
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2016年8月

項 目

111,220,000 11,264,870 20,508,220 90,711,780

国際協会補助金 55,500,000 6,648,080 11,273,080 44,226,920 注1

会 費 55,500,000 4,616,790 9,235,140 46,264,860

翻 訳 料 補 助 金 220,000 220,000

49,000,000 4,222,637 8,445,274 40,554,726

2,500,000 1,054,512 1,054,512 1,445,488

2,550,000 167,603 1,514,427 1,035,573

頒布品収支差額 1,000,000 42,823 151,730 848,270

受 取 利 息 50,000 17,280 17,280 32,720

雑 収 入 1,500,000 107,500 1,345,417 154,583

220,376,750 220,376,750

特 別 の 会 費 220,376,750 220,376,750

385,646,750 16,709,622 31,522,433 354,124,317

注1

ラ イ オ ン 誌 送 料

そ の 他 収 入

特 別 収 入

広 告 料 収 入

科 目

本部から2016年度下半期国際協会補助金として33,819,240円送金の連絡有。毎月1/6ずつ計上するが、入金
額が未定だった7月は仮金額を計上したため、7,8月の合計が1/3になるよう8月分を計算。

（ 収 入 の 部 ）

購 読 料 収 入

予 算 額

ラ イ オ ン 誌 日 本 語 版 事 務 所

2015-2016 年 度 収 支 計 算 書

残 高 摘 要当 月 執 行 額 累 計 額

合 計



項 目

106,640,000 9,024,966 17,656,978 88,983,022

印 刷 費 33,600,000 2,833,270 5,642,570 27,957,430 注2

発 送 事 務 費 13,800,000 1,117,213 2,262,940 11,537,060 注3

ライオン誌送料 49,000,000 4,268,786 8,491,423 40,508,577 注4

旅 費 交 通 費 5,000,000 284,985 616,053 4,383,947

編 集 関 係 諸 費 235,000 24,052 84,572 150,428

原稿料・編集費 5,000,000 496,260 559,020 4,440,980

広 告 関 係 諸 費 5,000 400 400 4,600

そ の 他

6,150,000 △ 46,597 561,903 5,588,097

旅 費 交 通 費 5,000,000 △ 51,040 557,460 4,442,540 注5

会 議 費

統 合 関 連 費 1,000,000 1,000,000

雑 費 150,000 4,443 4,443 145,557

5,700,000 5,700,000

51,180,000 4,327,845 7,849,009 43,330,991

人 件 費 30,000,000 2,498,169 4,996,338 25,003,662

福 利 厚 生 費 5,700,000 392,488 401,488 5,298,512

旅 費 交 通 費 1,000,000 104,196 207,764 792,236

通 信 費 1,500,000 327,927 321,839 1,178,161 注6

事 務 用 品 費 800,000 122,639 125,811 674,189 注7

図 書 費

備品・消耗品費 50,000 4,906 4,906 45,094

Ｉ Ｔ 関 連 費 2,400,000 181,656 438,912 1,961,088

支 払 手 数 料 80,000 10,152 12,008 67,992

保 守 ･ 修 繕 費

借 室 料 8,300,000 624,056 1,248,112 7,051,888

水 道 光 熱 料 400,000 33,036 33,036 366,964

租 税 公 課 200,000 200,000

減 価 償 却 費 250,000 250,000

雑 費 500,000 28,620 58,795 441,205

固定資産廃棄損

215,976,750 215,976,750

3,403,408 5,454,543 △ 5,454,543

385,646,750 16,709,622 31,522,433 354,124,317

注2 9月号95,200部発行。＠27.56

注3

注4 9月号送料：個人発送＠62×60,972人＝3780,264円、ｸﾗﾌﾞ発送（1083件）488,522円

注5

注6 2016年度上期請求書発送料219,842円含む

注7 勘定奉行i8保守54,000円（年間）、上半期請求書用窓空封20,916円等含む

9月号発送手数料：個人発送（2010ｸﾗﾌﾞ・60,972冊）664,030円、ｸﾗﾌﾞ発送（1083ｸﾗﾌﾞ・32449冊）324,600
円
9月号掲載誌、有料誌、PR誌送料送料及び発送手数料他、128,583円

2015年度収支に下半期監査旅費概算額212,640円を計上。8/19監査旅費実費は161,600円だったためその差
額

資 料 整 備 費

繰 越 収 支 差 額 金

累 計 額 残 高 摘 要

直 接 出 版 費

（ 支 出 の 部 ）

科 目
予 算 額 当 月 執 行 額

合 計

委 員 会 費

事 務 費

( 収 入 )-( 支 出 )

当 期 収 支 差 額 金




